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 政府は，2016年3月，『明日の日本を支える観光ビジョン構想会議』（議長：内閣総理大臣）

において，新たな観光ビジョンを策定した．『世界が訪れたくなる日本』を目指し，観光ビジ

ョンの施策の実行に，政府一丸，官民一体となって取り組んでいる．一方で，これまで経験し

たことのない数の外国人旅行者が訪れる事で受入環境整備が急務となっている．  
 本研究は，外国人観光客の受入環境整備に対するニーズ把握のために，SNSのデータを利用

し，関西を訪れた訪日外国人旅行者の行動圏域，交通機関での移動の問題点等を分析し，この

分析結果をもとに今後の受入環境整備について考察するものである． 
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1. はじめに 
 2013 年，政府は観光立国の実現にむけて観光立国推

進閣僚会議を立ち上げ，政府一丸，官民一体となって観

光推進に取り組んできた．その結果，訪日外国人旅行者

数は 2020 年までの目標であった 2 千万人を 2016 年 10

月に突破し 1)，2016年 3月新たに策定された目標である

4千万人に向けて順調に増加している． 

 一方で，これまで経験したことのない数の外国人旅行

者が訪れる事となるため，訪日外国人旅行者を円滑に受

け入れる環境を整備することが急務となっている．その

ため，2015 年 1 月「国土交通省観光立国推進本部」に

て各地方毎に受け入れ環境整備の促進を目的に設置した

「ブロック別連絡会」を改編し，2017 年 5 月より「観

光ビジョン推進地方ブロック別戦略会議」として関西ブ

ロックにおいても近畿地方整備局と近畿運輸局が，府県

政令市等と一緒になって受入環境整備にまい進している

ところである． 

 受入環境整備のためには，訪日外国人旅行者のニーズ

を把握することが必要となる．ニーズの把握のために注

目されているのは，SNS のデータである．近年，無料の

WI-FI スポットが整備されてきており，外国人旅行者も

日本での滞在期間中にSNSを通じて様々なつぶやきを残

している．そのつぶやきの中には，観光等における不便

や不満に関する内容もつぶやかれており，旅行者の受け

入れ体制の整備に向けたニーズを示唆するつぶやきもみ

られる． 

 本研究は，2016年 1月～6月の6ヶ月間に関西を訪れ

た訪日外国人旅行者がSNSで発信した情報をもとに，行

動圏域，交通機関での移動の問題点等を分析し，この分

析結果をもとに今後の受入環境整備について考察するも

のである． 

 

2. 訪日外国人旅行者 
(1) 分析対象とSNSデータ 
 近年，近畿圏における国籍別宿泊者数は，中国人旅行

者が急激に増加している（図 1）．次に台湾，韓国，香

港と東アジアの旅行者が多い．本研究の分析ツールであ

る SNS は「LINE」「Facebook」「Twitter」など，様々な
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図 1 近畿圏国籍別宿泊者数の推移（上位10位）2) 
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種類があり，国籍によって利用されている SNSは様々で

あると考えられる．訪日旅行者が急激に増加している中

国においては，「twitter」の代わりに「Weibo」という

独自の SNS が主に利用されている．また，SNS のデータ

の中には，第三者が情報を取得することが出来ないもの

もある． 

 そこで，本研究においては，訪日外国人の行動分析に

特化した SNS 解析サービスを行っている，Inbound 

Insight（提供：(株)ナイトレイ）から取得可能な，

「Twitter」と「Weibo」のデータを解析対象とした． 

 

(2) 使用データの概要 
 本研究で使用する SNS データの概要を表 1に示す．デ

ータは，2016 年 1月から 2016 年 6月ので 6ヶ月間に近

畿圏 2府 5県で，Inbound Insight対象上位 15国籍の人

によって発信された 140,090 件を用いた．なお，国籍デ

ータはユーザーの使用言語と過去の投稿場所から判定し

ているものである． 

 

表 1 データ概要 

対象データ SNS投稿データ（訪日外国人）

データ期間 2016年1月1日から2016年6月30日

データ数 140,090件

対象地域 福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

対象国籍

オーストラリア、中国、スペイン、フランス、イギリス、香港、

インドネシア、インド、韓国、マレーシア、フィリピン、

シンガポール、タイ、台湾、アメリカ

※Inbound Insight対象上位15国籍  

 

3. SNS 分析方法 
 訪日外国人が情報発信を行った位置情報や情報発信の

内容を分析することで，訪日外国人旅行者の行動圏域や

訪日外国人がどういったものに興味関心があるのか，ま

た，社会インフラに関するつぶやき内容について，分析

を行った． 

 

(1) 位置情報の分析（訪問割合） 
 SNS 投稿データの発信位置より，訪日外国人旅行者が

どこの地域に訪れているかについて分析を行った．分析

を行う際には，情報発信者の国籍により，興味関心の対

象が違うものと考えられる．そのため，情報発信者の国

籍を，サンプル数や類似の文化圏から「中国系」「東ア

ジア系」「東南アジア系」「欧米・豪州系」の4つの地

域系に分類し分析を行った（表2）． 

各地域系のアカウント数と情報情報発信数を 

表 3に示す．近年訪日旅行者が増加している，中国，台

湾のデータの取得のため「Weibo」のデータを用いてお

り，中国系のデータが全体の7割を占めている． 

 

 

 

表 2 地域系の分類 

地域 対象の推定国籍

中国系 中国

東アジア系 香港、台湾、韓国

東南アジア系
インドネシア、インド、マレーシア、フィリピン、

シンガポール、タイ

欧米･豪州系 オーストラリア、スペイン、フランス、イギリス、アメリカ  

 

 

表 3 地域系別のサンプル数 

中国系 東アジア系 東南アジア系 欧米・豪州系

33,525 2,482 2,305 1,549

84.1% 6.2% 5.8% 3.9%

102,663 12,965 17,114 7,348

73.3% 9.3% 12.2% 5.2%

アカウント数

情報発信数
 

 

 本研究では，情報を発信した市町村に外国人旅行者が

訪れたと仮定して地域系別に市町村の訪問割合を算出し

た．地域系ごとの市町村の訪問アカウント数を，各地域

系の総アカウント数で割ることで地域系別に市町村の訪

問割合を算出した．ここでは，1 つのアカウントが同じ

市町村で複数回情報発信を行っても，訪問アカウント数

は1とカウントした． 

 分析をする上で，SNS のデータでは情報発信をした場

所でしか位置情報がわからないため，本来は訪れていた

としても，情報発信をしていなければ訪れたことにはな

らない．したがって，実際の訪問割合よりも過少評価と

なっている可能性がある． 

 

(2) つぶやき内容の分析 
 SNS の投稿内容より，近畿地方に訪れた訪日外国人旅

行者の受入環境整備に対するニーズ把握を行った．訪日

外国人は日本での滞在期間中に様々なつぶやきを残して

いる．観光地や街の美しさ，日本人の親切さ，日本の持

つきめ細やかさにつぶやいたり，観光等における不便や

不満に関するつぶやいたりしている．中には，旅行者の

受け入れ体制の整備に向けたニーズを示唆するつぶやき

もみられる． 

 一方で，SNS によってつぶやかれた投稿内容のほとん

どが，もともと個人の単なる「ひとりごと」である．

「今○○にいる」「○○を食べた」「○○を見た」など，

身のまわりで起きたことをただそのままつぶやいたり，

脈絡も無い思いつきや絵文字のみで感情を表しているも

のなど個人的な情報発信がその大半を占めている． 

 本研究では，訪日旅行者が急激に増加傾向にある東ア

ジアの中国語と韓国語，共通語として利用される英語の

3 言語に対しての「交通」に関する投稿内容を抽出し，

「交通」に対する満足や不満に対するつぶやき内容の分

析を行った． 
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4. SNS 分析結果と考察 
(1) 位置情報の分析結果 
 図 2は訪日外国人全体の近畿地方の各市町村の訪問割

合を示している．近畿地方215市町村のうち 187市町村

（約 90％）から情報発信がされており，幅広く近畿地

方の各地域を訪れているといえる．一方で，大阪市，京

都市は中心部であるため，訪問割合が特に高いが他の地

域では訪問割合が低い． 

 

a) 訪問割合の上位 
 表 4は，各地域系別の市町村訪問割合の上位 10 市町

村を示している．大阪市，京都市の訪問割合が 50%近く

あり突出して高くなっている．大阪府田尻町，泉佐野市

は関西国際空港があるため，訪問割合の上位に位置して

いる． 

 地域系の特徴としては，中国系やアジア系は大阪市が

１位となっているが，欧米・豪州系は京都市が１位とな

っている．神戸市はどの地域系においても5位に位置し

ており，割合で見ると東南アジア系が高く，中国系が低

い傾向にある．欧米・豪州系は，京都市が1位となって

いる他にも，3 位に奈良市，6 位に姫路市，8 位に高野

町（高野山）など歴史・文化的な観光地が上位に位置し

ている．また，欧米・豪州系はアジア系全般よりも田尻

町，泉佐野市の割合が低いため，関西国際空港の利用者

数が少ないと考えられる．実際，2016 年夏期の関西国

際空港の国際線就航便数は韓国・中国・台湾が全体の約

60％を占めている 3)． 

 

b) 地方部の観光地 
 図 3は，地方部の観光地の地域別の訪問割合を示して

いる．地方部の観光地を見ると，高野山のある和歌山県

高野町では，欧米・豪州系の割合が特に高く，他はかな

り低い傾向にある．一方で，同じ和歌山県の和歌山市で

は中国，東アジア系の割合が比較的に高い傾向にある．

また，京都府丹後地方，兵庫県但馬地方においては，東

アジア，東南アジア系の割合が高く，中国系の割合が低

い傾向にある．このように，地方部の観光地においては，

訪れる外国人旅行者の国籍に傾向があることが確認でき

表 4 地域系別の市町村訪問割合上位10 

市町村 割合 市町村 割合 市町村 割合 市町村 割合 市町村 割合

1 大阪府 大阪市 59.8% 大阪府 大阪市 66.2% 大阪府 大阪市 77.0% 京都府 京都市 62.5% 大阪府 大阪市 60.8%

2 京都府 京都市 48.0% 京都府 京都市 48.2% 京都府 京都市 54.8% 大阪府 大阪市 48.6% 京都府 京都市 48.9%

3 大阪府 田尻町 12.2% 大阪府 田尻町 16.3% 大阪府 田尻町 22.8% 奈良県 奈良市 11.2% 大阪府 田尻町 12.9%

4 大阪府 泉佐野市 4.2% 奈良県 奈良市 6.8% 奈良県 奈良市 10.8% 大阪府 田尻町 6.2% 奈良県 奈良市 4.9%

5 兵庫県 神戸市 4.2% 兵庫県 神戸市 6.7% 兵庫県 神戸市 9.9% 兵庫県 神戸市 6.0% 兵庫県 神戸市 4.7%

6 奈良県 奈良市 4.0% 大阪府 泉佐野市 5.4% 大阪府 泉佐野市 8.2% 兵庫県 姫路市 3.6% 大阪府 泉佐野市 4.4%

7 京都府 宇治市 1.4% 兵庫県 姫路市 2.2% 兵庫県 姫路市 3.5% 大阪府 泉佐野市 1.9% 京都府 宇治市 1.4%

8 和歌山県 和歌山市 1.1% 京都府 宇治市 2.0% 大阪府 吹田市 1.6% 和歌山県 高野町 1.4% 兵庫県 姫路市 1.1%

9 兵庫県 姫路市 0.8% 大阪府 吹田市 1.7% 滋賀県 大津市 1.3% 京都府 宇治市 1.2% 和歌山県 和歌山市 1.1%

10 大阪府 吹田市 0.7% 和歌山県 和歌山市 1.5% 大阪府 堺市 1.3% 大阪府 吹田市 0.9% 大阪府 吹田市 0.9%

順
位

全体中国系 東アジア系 東南アジア系 欧米・豪州系

 
凡例 福井県 京都府 兵庫県 和歌山県

滋賀県 大阪府 奈良県   

 
図 2 訪日外国人全体の市町村の訪問割合 
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※1 京都丹後地方：京丹後市，宮津市，与謝野町，伊根町 

※2 兵庫但馬地方：豊岡市，養父市，朝来市，香美町，新温泉町 

図 3 地方部の地域系別の訪問割合 

 

※1 ※2 
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た． 

 

(2) つぶやき内容の分析結果 
 交通に関するつぶやき内容のを抽出した結果を図 4に

示す．交通に関するつぶやきの総数は 367件であり，そ

のうち満足の内容のものが 159 件（43％），不満を訴え

るものが 208 件（57％）であった．言語別の比率は，中

国語と韓国語では満足の比率が約 40％，不満の比率が

60％とやや不満の内容の方が多かった．一方で，英語は

満足の比率が 59％，不満の比率が 41％と満足の内容の

つぶやきのほうが多かった．全体では中国語のサンプル

数が多いため不満を訴えるつぶやきの方が多い結果とな

った． 

 

a) 交通に対する不満の内容 
 交通に対する不満の内容を言語別に項目別の比率で示

したものを図 5に示す．不満に対するもので最も多かっ

たのは，「公共交通で迷った，わからない」という内容

である．どの言語でも多くみられ，交通システムの複雑

さであったり，案内板などがわかりにくさがうかがえた．

また，中国語，韓国語では，タクシー料金などで「交通

料金が高い」という不満がみられた．「言葉が通じな

い」ことに対する不満は，比較的少なかった．その他の

不満として，英語では自転車道の整備に対する不満があ

った． 

 

b) 交通に対する満足の内容 
 交通に対する満足の内容を言語別に項目別の比率で示

したものを図 6に示す．満足の内容では，「交通網が発

達している」という内容はどの言語でもみられており，

特に英語では新幹線を評価している内容が多くみられた．

中国語では，「交通機能の快適性」が高く評価され，韓

国語では「きれい，清潔」が高く評価されていた．英語

では，「公共交通のデザインや車窓の風景が良い」とい

った内容で，言語によって傾向が異なる． 
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図 4 言語別のつぶやき内容の評価 
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図 5 不満内容の項目別の比率 
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図 6 満足内容の項目別の比率 

具体的なつぶやき内容例 

不満のつぶやき内容 満足のつぶやき内容 

・日本の公共交通複雑過ぎる！ 

・日本の電車線路全く分からない！上海より複雑． 

・空港までＪＲで行きたいが，路線が全く分からない． 

・日本人の英語が本当にわからない． 

・心斎橋人多すぎてきた道を戻らないといけないと考えるだ

けで恐ろしい． 

・自転車は歩行者もドライバーも憎まれ，どの道で行くでも

できない． 

・自転車の渋滞に巻き込まれ、もう少しで事故になった。 

・外国人にとって、日本の鉄道システムは複雑 

・梅田怖い！一度も迷ったことがないのに今日２年ぶりの梅

田地下街でめちゃくちゃ迷った．しかも地下で GPS 信号が

ない。Googleも使えない！ 

・日本に対する不満なところがない．地下鉄のシートは暖房

がきいているし，ホテルの従業員さんは優しい． 

・バス停の案内表示が面白い，バスがどこにいるのかわか

る． 

・日本の電車とバスはダイアどおりで便利． 

・バス一日券は便利．バスの中のアナウンスは日本語，英語

と中国語，素晴らしい． 

・天王寺駅のタッチスクリーンが中国語対応している． 

・京都嵯峨嵐山駅，駅がこれほど美しいとは！ 

・大阪周遊パスは素晴らしい！ 

・京都へ行く途中の列車からの悪くない景色 

・日本の地下鉄は驚くほど清潔。 
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5. 受入環境整備に関する提案 
(1) 交通結節点の強化 
 近畿地方では高速道路ネットワークの整備が進みつつ

あるため，拠点と観光地とを結ぶ高速バスの充実が挙げ

られる．地方部の観光地にも直接行けるため，乗り換え

抵抗も軽減でき，利用しやすいと思われる．特に，SNS

のつぶやき内容から，近畿圏の公共交通網を複雑に感じ

ていること明らかとなっている．そのため，交通の結節

点となる場所では，わかりやすく統一された案内や標識

の整備や，車内や駅・バスターミナル等のアナウンスへ

の配慮が必要である． 

 
(2) 料金抵抗の軽減策 
 料金抵抗の軽減のためには，レールパス等の共通パス

が有効である．関西においては，すでに「KANSAI ONE 

PASS」という，一枚で関西の主要な鉄道･バスに乗車で

きる統一交通パスを販売されている．移動圏域を拡大し

地方部の集客を伸ばすためには，利用できる路線が増す

ことが必要になる． 

 また，地方都市では拠点となる鉄道駅やバスターミナ

ルから観光地や宿泊施設へのアクセス手段が非常に少な

い．鳥取市国際観光客サポートセンターでは，外国人旅

行者に対して定額の周遊タクシーを運行支援している．

料金抵抗の軽減や二次交通の強化にも対応している． 

 
(3) 情報提供ツール等の多言語化 
 通常の案内板などの静的な媒体に数々の言語の情報を

掲載するには限界がある．そのため，サイネージやスマ

ートフォン等を活用して多言語化に対応することが必要

である．また，Wi-Fi の設置も順次進められており，次

は Wi-Fi が利用できる環境下における様々な情報提供や

サービス展開を考えていく必要がある． 

 現在総務省では多言語音声翻訳システムの実現を目指

して「多言語音声翻訳システムの利活用実証」を実施し

ている．これは，多言語に対応している音声翻訳アプリ

「Voice Tra．R」を用いて，地域全体の観光案内，土産

品の商品説明，日本の習慣やマナーの紹介等をするもの

である．外国人旅行者の行動を支援する利便性の高いツ

ールとされている．実験結果を踏まえ，各観光地への展

開が今後期待されている． 

 

(4) 受入地域の住民・事業者等の意識醸成 
 SNS の分析結果からも日本人の心配りや気遣いを体験

したことに感動を受けている人が多い．こうした日本で

の好印象が次なる来日へとつながっているものと思われ

る．地域全体で訪日外国人旅行者をおもてなしの心で受

け入れることは非常に重要であり，そのためには地域全

体で認識の共有化が必要である．ハード整備だけではな

く，観光以外のプレーヤーも含む地域ぐるみのソフトな

取り組みも進めていく必要がある． 

 

6. おわりに 
 本研究では，一定期間のSNSのデータから訪日外国人

旅行者の移動圏域，交通に関する投稿内容を分析し，受

入環境整備の方向性を示した． 

 今後は，移動圏域の分析に関しては,周遊行動の把握

であったり,投稿内容の分析では,交通以外のキーワード

で投稿内容を抽出し,訪日外国人旅行者のニーズについ

て把握するとこが必要となる． 
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出典：鳥取市HP 

図 7 鳥取市国際観光客サポートセンターの取り組み 

 

 
出典：TABEE JAPAN HP 

図 8 「Voice Tra.R」の概要 
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